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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月13日(2020.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムで、端末機によってランダムアクセス（ＲＡ）プリアンブルを送信す
る方法であって、
　基地局から、同期信号（ＳＳ）ブロックと関連した無競合ＲＡリソースに関する設定情
報を受信する段階と、
　前記基地局からＳＳブロックを受信する段階と、
　前記受信したＳＳブロックの内、無競合ＲＡリソースに関連した、１つ以上の第１ＳＳ
ブロックにおいて、予め設定されたしきい値（ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ）よりも大きい信号品
質を有した少なくとも１つの第１ＳＳブロックがある場合、前記少なくとも１つの第１Ｓ
Ｓブロックの内からＳＳブロックを選択する段階である第１選択段階と、
　前記無競合ＲＡリソースに関連した１つ以上の第１ＳＳブロックにおいて、前記予め設
定されたしきい値よりも大きい信号品質を有する第１ＳＳブロックがなく、前記受信した
ＳＳブロックの内、競合基盤ＲＡリソースに関連した１つ以上のＳＳブロックにおいて、
前記予め設定されたしきい値よりも大きい信号品質を有する少なくとも１つの第２ＳＳブ
ロックがある場合、前記少なくとも１つの第２ＳＳブロックの内からＳＳブロックを選択
する段階である第２選択段階と、
　前記選択されたＳＳブロックに基づいて、物理的ランダムアクセスチャンネル（ＰＲＡ
ＣＨ）オケージョン（ｏｃｃａｓｉｏｎ）を選択する段階と、
　前記基地局に前記選択されたＰＲＡＣＨオケージョンでＲＡプリアンブルを送信する段
階と、を有することを特徴とするランダムアクセスプリアンブルを送信する方法。
【請求項２】
　前記予め設定されたしきい値は、ランダムアクセスチャンネル（ＲＡＣＨ）設定情報に
含まれるものであることを特徴とする請求項１に記載のランダムアクセスプリアンブルを
送信する方法。
【請求項３】
　前記ＳＳブロックの信号品質は、前記ＳＳブロックのＲＳＲＰ（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｓｉｇｎａｌ　ｒｅｃｅｉｖｅｄ　ｐｏｗｅｒ）に基づくものであることを特徴とする請
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求項１に記載のランダムアクセスプリアンブルを送信する方法。
【請求項４】
　前記選択されたＳＳブロックに対応するＰＲＡＣＨオケージョンの内、次に利用可能な
ＰＲＡＣＨオケージョンを識別する段階をさらに有することを特徴とする請求項１に記載
のランダムアクセスプリアンブルを送信する方法。
【請求項５】
　無線通信システムで、基地局によってランダムアクセス（ＲＡ）プリアンブルを受信す
る方法であって、
　同期信号（ＳＳ）ブロックと関連した無競合ＲＡリソースに関する設定情報を前記無線
通信システムの端末機に送信する段階と、
　前記端末機からＳＳブロックを送信する段階と、
　前記端末機から、物理的ランダムアクセスチャンネル（ＰＲＡＣＨ）オケージョン（ｏ
ｃｃａｓｉｏｎ）でＲＡプリアンブルを受信する段階と、を有し、
　前記ＰＲＡＣＨオケージョンは、前記送信したＳＳブロックの内から選択されたＳＳブ
ロックに対応し、
　前記送信したＳＳブロックの内、無競合ＲＡリソースに関連した１つ以上の第１ＳＳブ
ロックにおいて、予め設定されたしきい値よりも大きい信号品質を有した少なくとも１つ
の第１ＳＳブロックがある場合、前記ＳＳブロックは、前記少なくとも１つの第１ＳＳブ
ロックの内から選択され、
　前記無競合ＲＡリソースに関連した１つ以上の第１ＳＳブロックにおいて、前記予め設
定されたしきい値よりも大きい信号品質を有する第１ＳＳブロックがなく、前記送信した
ＳＳブロックの内、競合基盤ＲＡリソースに関連した１つ以上のＳＳブロックにおいて、
前記予め設定されたしきい値よりも大きい信号品質を有する少なくとも１つの第２ＳＳブ
ロックがある場合、前記ＳＳブロックは、前記少なくとも１つの第２ＳＳブロックの内か
ら選択されることを特徴とするランダムアクセスプリアンブルを受信する方法。
【請求項６】
　前記予め設定されたしきい値は、ランダムアクセスチャンネル（ＲＡＣＨ）設定情報に
含まれることを特徴とする請求項５に記載のランダムアクセスプリアンブルを受信する方
法。
【請求項７】
　前記ＳＳブロックの信号品質は、前記ＳＳブロックのＲＳＲＰ（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｓｉｇｎａｌ　ｒｅｃｅｉｖｅｄ　ｐｏｗｅｒ）に基づくことを特徴とする請求項５に記
載のランダムアクセスプリアンブルを受信する方法。
【請求項８】
　無線通信システムでの端末機であって、
　前記無線通信システムの基地局から信号を受信し、前記基地局に信号を送信するように
構成される送受信機と、
　前記送受信機に接続された制御機と、を有し、
　前記制御機は、前記送受信機が前記基地局から同期信号（ＳＳ）ブロックに関連した無
競合ＲＡリソースに関する設定情報を受信することを制御し、
　前記送受信機が前記基地局からＳＳブロックを受信することを制御し、
　前記受信したＳＳブロックの内、無競合ＲＡリソースに関連した１つ以上の第１ＳＳブ
ロックにおいて、予め設定されたしきい値（ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ）よりも大きい信号品質
を有した少なくとも１つの第１ＳＳブロックがある場合、前記少なくとも１つの第１ＳＳ
ブロックの内からＳＳブロックを選択し、
　前記無競合ＲＡリソースに関連した１つ以上の第１ＳＳブロックにおいて、前記予め設
定されたしきい値よりも大きい信号品質を有する第１ＳＳブロックがなく、前記受信され
たＳＳブロックの内、競合基盤ＲＡリソースに関連した１つ以上のＳＳブロックにおいて
、前記予め設定されたしきい値よりも大きい信号品質を有する少なくとも１つの第２ＳＳ
ブロックがある場合、前記少なくとも１つの第２ＳＳブロックの内からＳＳブロックを選
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択し、
　前記選択されたＳＳブロックに基づいて物理的ランダムアクセスチャンネル（ＰＲＡＣ
Ｈ）オケージョン（ｏｃｃａｓｉｏｎ）を選択し、
　前記送受信機が前記基地局に前記選択されたＰＲＡＣＨオケージョンでＲＡプリアンブ
ルを送信することを制御するように構成されることを特徴とする端末機。
【請求項９】
　前記予め設定されたしきい値は、ランダムアクセスチャンネル（ＲＡＣＨ）設定情報に
含まれることを特徴とする請求項８に記載の端末機。
【請求項１０】
　前記ＳＳブロックの信号品質は、前記ＳＳブロックのＲＳＲＰ（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｓｉｇｎａｌ　ｒｅｃｅｉｖｅｄ　ｐｏｗｅｒ）に基づくことを特徴とする請求項８に記
載の端末機。
【請求項１１】
　前記制御機は、前記選択されたＳＳブロックに対応するＰＲＡＣＨオケージョンの内、
次に利用可能なＰＲＡＣＨオケージョンを識別するようにさらに構成されることを特徴と
する請求項８に記載の端末機。
【請求項１２】
　無線通信システムでの基地局であって、
　前記無線通信システムの端末機から信号を受信し、前記端末機に信号を送信するように
構成される送受信機と、
　前記送受信機に接続された制御機と、を有し、
　前記制御機は、前記送受信機が前記端末機に同期信号（ＳＳ）ブロックに関連した無競
合ＲＡリソースに関する設定情報を送信することを制御し、
　前記送受信機が前記端末機にＳＳブロックを送信することを制御し、
　前記送受信機が前記端末機から物理的ランダムアクセスチャンネル（ＰＲＡＣＨ）オケ
ージョン（ｏｃｃａｓｉｏｎ）でＲＡプリアンブルを受信することを制御するように構成
され、
　前記ＰＲＡＣＨオケージョンは、前記送信したＳＳブロックの内から選択されるＳＳブ
ロックに対応し、
　前記送信したＳＳブロックの内、無競合ＲＡリソースに関連した１つ以上の第１ＳＳブ
ロックにおいて、予め設定されたしきい値よりも大きい信号品質を有した少なくとも１つ
の第１ＳＳブロックがある場合、前記ＳＳブロックは、前記少なくとも１つの第１ＳＳブ
ロックの内から選択され、
　前記無競合ＲＡリソースに関連した１つ以上の第１ＳＳブロックにおいて、前記予め設
定されたしきい値よりも大きい信号品質を有する第１ＳＳブロックがなく、前記送信され
たＳＳブロックの内、競合基盤ＲＡリソースに関連した１つ以上のＳＳブロックにおいて
、前記予め設定されたしきい値よりも大きい信号品質を有する少なくとも１つの第２ＳＳ
ブロックがある場合、前記ＳＳブロックは、前記少なくとも１つの第２ＳＳブロックの内
から選択されることを特徴とする基地局。
【請求項１３】
　前記予め設定されたしきい値は、ランダムアクセスチャンネル（ＲＡＣＨ）設定情報に
含まれることを特徴とする請求項１２に記載の基地局。
【請求項１４】
　前記ＳＳブロックの信号品質は、前記ＳＳブロックのＲＳＲＰ（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｓｉｇｎａｌ　ｒｅｃｅｉｖｅｄ　ｐｏｗｅｒ）に基づくことを特徴とする請求項１２に
記載の基地局。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２８】
　本発明の第１態様によれば、ランダムアクセスプリアンブルを送信する方法は、無線通
信システムで、端末機によってランダムアクセス（ＲＡ）プリアンブルを送信する方法で
あって、基地局から、同期信号（ＳＳ）ブロックと関連した無競合ＲＡリソースに関する
設定情報を受信する段階と、前記基地局からＳＳブロックを受信する段階と、前記受信し
たＳＳブロックの内、無競合ＲＡリソースに関連した、１つ以上の第１ＳＳブロックにお
いて、予め設定されたしきい値（ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ）よりも大きい信号品質を有した少
なくとも１つの第１ＳＳブロックがある場合、前記少なくとも１つの第１ＳＳブロックの
内からＳＳブロックを選択する段階である第１選択段階と、前記無競合ＲＡリソースに関
連した１つ以上の第１ＳＳブロックにおいて、前記予め設定されたしきい値よりも大きい
信号品質を有する第１ＳＳブロックがなく、前記受信したＳＳブロックの内、競合基盤Ｒ
Ａリソースに関連した１つ以上のＳＳブロックにおいて、前記予め設定されたしきい値よ
りも大きい信号品質を有する少なくとも１つの第２ＳＳブロックがある場合、前記少なく
とも１つの第２ＳＳブロックの内からＳＳブロックを選択する段階である第２選択段階と
、前記選択されたＳＳブロックに基づいて、物理的ランダムアクセスチャンネル（ＰＲＡ
ＣＨ）オケージョン（ｏｃｃａｓｉｏｎ）を選択する段階と、前記基地局に前記選択され
たＰＲＡＣＨオケージョンでＲＡプリアンブルを送信する段階と、を有することを特徴と
する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　本発明の第２態様によれば、ランダムアクセスプリアンブルを受信する方法は、無線通
信システムで、基地局によってランダムアクセス（ＲＡ）プリアンブルを受信する方法で
あって、同期信号（ＳＳ）ブロックと関連した無競合ＲＡリソースに関する設定情報を前
記無線通信システムの端末機に送信する段階と、前記端末機からＳＳブロックを送信する
段階と、前記端末機から、物理的ランダムアクセスチャンネル（ＰＲＡＣＨ）オケージョ
ン（ｏｃｃａｓｉｏｎ）でＲＡプリアンブルを受信する段階と、を有し、前記ＰＲＡＣＨ
オケージョンは、前記送信したＳＳブロックの内から選択されたＳＳブロックに対応し、
前記送信したＳＳブロックの内、無競合ＲＡリソースに関連した１つ以上の第１ＳＳブロ
ックにおいて、予め設定されたしきい値よりも大きい信号品質を有した少なくとも１つの
第１ＳＳブロックがある場合、前記ＳＳブロックは、前記少なくとも１つの第１ＳＳブロ
ックの内から選択され、前記無競合ＲＡリソースに関連した１つ以上の第１ＳＳブロック
において、前記予め設定されたしきい値よりも大きい信号品質を有する第１ＳＳブロック
がなく、前記送信したＳＳブロックの内、競合基盤ＲＡリソースに関連した１つ以上のＳ
Ｓブロックにおいて、前記予め設定されたしきい値よりも大きい信号品質を有する少なく
とも１つの第２ＳＳブロックがある場合、前記ＳＳブロックは、前記少なくとも１つの第
２ＳＳブロックの内から選択されることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　本発明の第３態様によれば、端末機は、無線通信システムでの端末機であって、前記無
線通信システムの基地局から信号を受信し、前記基地局に信号を送信するように構成され
る送受信機と、前記送受信機に接続された制御機と、を有し、前記制御機は、前記送受信
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機が前記基地局から同期信号（ＳＳ）ブロックに関連した無競合ＲＡリソースに関する設
定情報を受信することを制御し、前記送受信機が前記基地局からＳＳブロックを受信する
ことを制御し、前記受信したＳＳブロックの内、無競合ＲＡリソースに関連した１つ以上
の第１ＳＳブロックにおいて、予め設定されたしきい値（ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ）よりも大
きい信号品質を有した少なくとも１つの第１ＳＳブロックがある場合、前記少なくとも１
つの第１ＳＳブロックの内からＳＳブロックを選択し、前記無競合ＲＡリソースに関連し
た１つ以上の第１ＳＳブロックにおいて、前記予め設定されたしきい値よりも大きい信号
品質を有する第１ＳＳブロックがなく、前記受信されたＳＳブロックの内、競合基盤ＲＡ
リソースに関連した１つ以上のＳＳブロックにおいて、前記予め設定されたしきい値より
も大きい信号品質を有する少なくとも１つの第２ＳＳブロックがある場合、前記少なくと
も１つの第２ＳＳブロックの内からＳＳブロックを選択し、前記選択されたＳＳブロック
に基づいて物理的ランダムアクセスチャンネル（ＰＲＡＣＨ）オケージョン（ｏｃｃａｓ
ｉｏｎ）を選択し、前記送受信機が前記基地局に前記選択されたＰＲＡＣＨオケージョン
でＲＡプリアンブルを送信することを制御するように構成されることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本発明の第４態様によれば、基地局は、無線通信システムでの基地局であって、前記無
線通信システムの端末機から信号を受信し、前記端末機に信号を送信するように構成され
る送受信機と、前記送受信機に接続された制御機と、を有し、前記制御機は、前記送受信
機が前記端末機に同期信号（ＳＳ）ブロックに関連した無競合ＲＡリソースに関する設定
情報を送信することを制御し、前記送受信機が前記端末機にＳＳブロックを送信すること
を制御し、前記送受信機が前記端末機から物理的ランダムアクセスチャンネル（ＰＲＡＣ
Ｈ）オケージョン（ｏｃｃａｓｉｏｎ）でＲＡプリアンブルを受信することを制御するよ
うに構成され、前記ＰＲＡＣＨオケージョンは、前記送信したＳＳブロックの内から選択
されるＳＳブロックに対応し、前記送信したＳＳブロックの内、無競合ＲＡリソースに関
連した１つ以上の第１ＳＳブロックにおいて、予め設定されたしきい値よりも大きい信号
品質を有した少なくとも１つの第１ＳＳブロックがある場合、前記ＳＳブロックは、前記
少なくとも１つの第１ＳＳブロックの内から選択され、前記無競合ＲＡリソースに関連し
た１つ以上の第１ＳＳブロックにおいて、前記予め設定されたしきい値よりも大きい信号
品質を有する第１ＳＳブロックがなく、前記送信されたＳＳブロックの内、競合基盤ＲＡ
リソースに関連した１つ以上のＳＳブロックにおいて、前記予め設定されたしきい値より
も大きい信号品質を有する少なくとも１つの第２ＳＳブロックがある場合、前記ＳＳブロ
ックは、前記少なくとも１つの第２ＳＳブロックの内から選択されることを特徴とする。
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